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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成25年11月28日(2013.11.28)

【公開番号】特開2012-151378(P2012-151378A)
【公開日】平成24年8月9日(2012.8.9)
【年通号数】公開・登録公報2012-031
【出願番号】特願2011-10393(P2011-10393)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｇ   4/228    (2006.01)
   Ｈ０１Ｇ   2/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｇ   1/14    　　　Ｈ
   Ｈ０１Ｇ   1/02    　　　Ｈ

【手続補正書】
【提出日】平成25年10月11日(2013.10.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　上記目的を達成するために本発明は、上面に開口部を有するケースと、このケース内に
収容され、一対の電極を有する小判形状のコンデンサ素子と、上記コンデンサ素子の一対
の電極部にそれぞれ接続した一対のリード端子と、上記ケース内に充填した充填樹脂とを
備えたケースモールド型コンデンサにおいて、上記リード端子は、導電板を長尺に加工す
ることで形成され、導電板の長尺方向の側部から延設されて上記ケースの開口部から外方
へ表出する外部接続部と、外部接続部と反対の側部から延設されて上記コンデンサ素子の
電極部に接続する電極接続部と、上記導電板から延設されて上記ケースの内側面に設けた
端子位置決めリブに嵌合する端子固定部とを有するとともに、上記小判形状のコンデンサ
素子の扁平部に配設されたことを特徴とするものである。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　本発明によれば、リード端子が、導電板を長尺に加工することで形成され、導電板の長
尺方向の側部から延設されてケースの開口部から外方へ表出する外部接続部と、外部接続
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部と反対の側部から延設されてコンデンサ素子の電極部に接続する電極接続部と、導電板
から延設されてケースの内側面に設けた端子位置決めリブに嵌合する端子固定部とを有す
るとともに、小判形状のコンデンサ素子の扁平部に配設されたことにより、リード端子の
端子固定部の機械的強度を保持するとともに、コンデンサ素子の電極部とリード端子の電
極接続部の精度、及び、導電板の外部接続部の位置精度を高めることができる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
上面に開口部を有するケースと、このケース内に収容され、一対の電極を有する小判形状
のコンデンサ素子と、上記コンデンサ素子の一対の電極部にそれぞれ接続した一対のリー
ド端子と、上記ケース内に充填した充填樹脂とを備えたケースモールド型コンデンサにお
いて、
上記リード端子は、導電板を長尺に加工することで形成され、導電板の長尺方向の側部か
ら延設されて上記ケースの開口部から外方へ表出する外部接続部と、外部接続部と反対の
側部から延設されて上記コンデンサ素子の電極部に接続する電極接続部と、上記導電板か
ら延設されて上記ケースの内側面に設けた端子位置決めリブに嵌合する端子固定部とを有
するとともに、上記小判形状のコンデンサ素子の扁平部に配設されたことを特徴とするケ
ースモールド型コンデンサ。
【請求項２】
上記端子固定部を少なくとも２箇所設けたことを特徴とする請求項１に記載のケースモー
ルド型コンデンサ。
【請求項３】
上記端子固定部は、上記導電板から上記電極接続部と平行に延設された請求項１に記載の
ケースモールド型コンデンサ。
【請求項４】
上記端子固定部は、導電板の側部から延設されて折り曲げられ、折り曲げられた面が上記
ケースの内側面に面接触することを特徴とする請求項１に記載のケースモールド型コンデ
ンサ。
【請求項５】
上記導電板の端子固定部の先端部が凹部を有し、ケースの内側面に設けた端子位置決めリ
ブの先端部が凸部を有していることを特徴とする請求項１に記載のケースモールド型コン
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デンサ。
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